
岡山県青年土地家屋調査士会会則 

 
 

第１章 総則 
 

第１条（名称） 
 
この組織の名称は、岡山県青年土地家屋調査士会（以下「青調会」という。）と

称する。 
 
第２条（目的） 
 
青調会は、土地家屋調査士制度の未来を見据え、友好団体との意見交流及び会

員相互の親睦を通して、会員の意識・技術向上を目的とし、これを達成するた

めに必要な事業を行う。また、岡山県土地家屋調査士会の発展に寄与する。 
 
第３条（事務局の設置） 
 
青調会の事務を処理するために、事務局を会長の事務所所在地に置く。 
 
 

第２章 会員 
 

第４条（会員） 
 
１．青調会の会員は、岡山県土地家屋調査士会会員にして青調会の目的に賛同

し入会した者とし、正会員と賛助会員の２種類とする。 
（１）正会員 
    年齢が 50 歳未満の者、または年齢が 50 歳以上であっても土地家屋調

査士登録後 10 年以内の者。 
（２）賛助会員 
    正会員の条件を満たさない者。 
２．正会員である者が、正会員の条件を満たさなくなった場合は、退会届の提

出、及び受理がない限り、翌年度より賛助会員となる。 
 
 



第５条（入会） 
 
青調会の会員になろうとする者は、青調会事務局に入会申込書を提出し、１ヶ

月以内に会費を指定口座に振込まなければならない。入金確認後、会員名簿の

記載をもって、会員の資格を取得する。 
 
第６条（会員資格の喪失） 
 
会員は、次の各号の一に該当する場合には、その資格を失う。 
（１）第４条の会員資格の喪失 
（２）退会 
（３）除名 
 
第７条（退会） 
 
会員が退会しようとするときは、青調会事務局に退会届を提出しなければなら

ない。その退会届の受理をもって、会員の資格を喪失する。 
 
第８条（除名） 
 
１．会員が次の各号の一に該当するときは、役員会における議決により、これ

を除名することができる。 
（１）青調会の名誉を毀損し、または青調会の目的に反する行為をしたとき。 
（２）会費を１年以上滞納したとき。 
 
２．前項１号に該当するか否かは、役員会の議決によるところとし、その会員

を除名しようとする場合は、当人の事情を聴取しなければならない。ただ

し、本人がそれに応じない場合はこの限りではない。 
 
第９条（会費等の不返還） 
 
退会又は除名されたる場合、納入済の会費の返還は行わない。 
 
 

 
 
 



第３章 会の機関 
 

第１節 総会 
 

第１０条（総会） 
 
１．総会は、定時総会と臨時総会の２種類とする。 
 
２．総会は、正会員をもって構成する。 
 
３．定時総会は、毎年会計年度終了後２ヶ月以内に、臨時総会は適宜に、会長

がこれを招集する。 
 
４．総会の招集には、会員に対し、会議の目的たる事項及び、内容並びに日時、

場所を明示して開会の 14 日以前に通知しなければならない。 
 
５．正会員総数の３分の１以上の請求があった場合、会長は、請求があった日

から１ヶ月以内に臨時総会を招集しなければならない。 
 
６．総会は、正会員の２分の１以上の出席をもって成立する。 
 
７．賛助会員は、総会に出席することが出来る。また、必要な場合、発言をす

ることが出来る。 
 
第１１条（議長） 
 
総会の議長は、総会において選出する。 
 
第１２条（決議事項） 
 
１．事業計画に関する事項 
 
２．予算及び決算に関する事項 
 
３．会則の改正及び変更に関する事項 
 
４．役員の選任及び解任に関する事項 



５．その他青調会の運営に必要な事項 
 
第１３条（決議） 
 
総会の決議は、出席した正会員の過半数で決する。ただし、可否同数の場合は、 
議長がこれを決する。 
 
第１４条（書面表決議） 
 
やむを得ない理由のため総会に出席出来ない正会員は、あらかじめ通知された 
事項について書面をもって表決し、又は他の出席正会員を代理人として表決委 
任することが出来る。この場合において、前条及び第１０条第６項の規定の適 
用については出席したものとみなす。 
 
第１５条（議事録） 
 
総会の議事については、議事録を作成することとする。 
議事録署名人は、出席した正会員の中から２名選出する。 
 

第２節 役員及び役員会 
 

第１６条（役員） 
 
青調会に次の役員を置く。 
（１）会 長  １名 
（２）副会長  ３名以内 
（３）会 計  ２名以内 
（４）幹 事  １０名以内 
（５）監 事  ２名 
（６）顧 問  ６名以内 
 
第１７条（役員の選任及び任期） 
 
１．会長、副会長、会計、幹事及び監事は、総会において正会員の中から選任

する。 
 
２．顧問は、総会において賛助会員の中から選任する。 



 
３．役員の任期は、就任後第２回目の定時総会の終了までとする。 
 
４．役員の再任は妨げない。 
 
第１７条の２（役員の退任） 

 

１．役員が次の各号のいずれかに該当するに至ったときは、当然に退任するも 

のとする。 

（１）死亡したとき 

（２）会員資格を喪失したとき   

（３）会則に定める任期が満了したとき 

 

２．役員が健康上の理由その他の事由により継続して２か月以上職務を遂行す 

ることが困難と認められるときは、役員会の決議により退任させることが 

できる。 

 

３．本条の規定により役員が任期途中で退任され、総会の決議によりその補欠 

の役員を選任したとき、その補欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 
第１８条（役員の職務） 
 
１．会長は、青調会を代表し会務を統括する。 
 
２．副会長は、会長を補佐し、会長及び会計に事故あるときはその職務を代行

する。 
 
３．幹事は、青調会の執務に協力する。 
 
４．会計は、青調会の資産の管理を行う。 
 
５．監事は、青調会の業務及び会計を監査する。 
 
６．顧問は、会長の求めに応じ、助言、協力をする。 
 
 
 



第１９条（役員会） 
 
１．役員会は、会長、副会長、会計及び幹事で構成し、会務の執行にあたる。 
 
２．会長は、会務執行上必要と認めるときは、役員会を招集する。また、必要

あるときは、顧問の出席を求めることが出来る。 
 
３．役員会は、役員の２分の１以上の出席をもって成立し、その過半数の賛成

をもって議決する。 
 
 

第４章 会計 
 

第２０条（会計年度） 
 
青調会の会計年度は、８月１日から翌年の７月３１日までとする。 
 
第２１条（資産の構成） 
 
青調会の資産は、会費、寄付金品、その他の収入で構成する。 
 
第２２条（経費の支弁） 
 
青調会の経費は、資産をもって支弁する。 
 
第２３条（会費） 
 
１．会費は、正会員、賛助会員共に年額１２，０００円とする。 
 
２．会費は、会計年度終了後から定時総会開催日までに、年間分を一括前納す

ることとする。 
 
３．年度の途中に入会した場合の会費は月割りとする。 
 
第２４条（活動費の補助） 
 
青調会は、役員会の承認を得て、研修会等へ参加するものに対し、活動費を補 



助することが出来る。 
 
 

第５章 雑則 
 

第２５条（諸規定の設置） 
 
会長は、青調会の運営を円滑にするために、役員会の承認を得て、本会則に付 
帯する諸規定を定めることが出来る。 
 
 
附則（施行期日） 
 
本会則は、設立総会の決議をもって施行する。なお、初年度の会計年度は、設 
立総会から翌年の７月３１日とする。 
 
附則（２０２４年９月１４日改正） 
 
この改正会則は、総会の日（２０２４年９月１４日）から施行する。 
 
附則（２０２６年９月１２日改正） 
 
この改正会則は、総会の日（２０２６年９月１２日）から施行する。 
 


